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生命維持にとって酸素は不可欠なものであることはいうまでもない。しかし酸
素の発見当初からその毒性が論じられている。この毒性は酸素が細胞構成の反応
をする時，自由基になることによるものと考えられている。なぜなら自由基は電
子が対になっていないため，高度の反応能力を有し，これは， su1fohydry1群や
リポイドの二重結合に反応し， リポイドに peroxydation を生ずる。この結果
は細胞膜機能を障害することになるからである。
酸化作用をもつものは神経膜の電気的特性を変化させること， su1fohydry1化
合物は神経伝導を刺激すること，酸素の圧が高くなると神経 impu1s を刺激し
クロナキシーを減少させることなどその中毒性を説明する材料になる。
本質的にはこれらは細胞膜を透過してイオン濃度の変化を生ずることに基づ
く。酸素の分圧が高いほど自由基が生体内で多くなることは明らかであるが酸素
中毒を実証することの困難性は今日生物体内の自由基の測定が不可能であるこ
と，生体内での自由基に変化する様相を探知することができぬことにある。しか
し酸素中毒は理論的には酸素濃度が生物において低酸素症を生ずる低濃度でも起
こっているものであることは否定できない。
一般に生物の活性は低酸素では減じ，一方生物の活性はまた高圧酸素下でも障
害されるため，生物により最も生命の活性度が高く保たれる環境があると考えら
れる。生命の活性 Y は 
Y=A [l-exp(B.p)J exp (-C.p)卦
の式で現わされる。 -C.pは酸素毒性要素， pは酸素の庄である。この式で実
際適性酸素環境の数値を得ることは困難であるが，窒素菌属 (Azotobactor)の
呼吸の最高値%より得た値は， A=11%，B=50 ATA-¥ C=l ATA-lである。
この式の現わすところには生命の活動は一定の酸素環境で最も合理的に行なわれ
るが，また合理的な生命活動でも老化の歩みを続けることを意味する。
現在医療での酸素の使用はきわめて多いが，その中毒として明らかな現象は未
熟児を長期高圧酸素下におくと現れる後レンズの線維化などである。一般に酸素
の効果がその毒性を上まわるのは，毒性防禦が生体内で行なわれるからであるo
それは細胞内移行の阻止機構があり，このため細胞内の酸素圧は呼吸 60に対し 
0.6に過ぎないこと， Hbのため低圧の酸素で大量の酸素をとりうることなどの
ほかに酸素の自由基を減ずる多くの酵素や化学物質があるからである。
いずれにせよ酸素活動を盛んにするとともに，生体に多くの防禦機構があるに
もかかわらず，長時間には生命を損う両刃の剣であることは否定できない。
持 C=Oの時 exp(ー  B.p)= exp(-C.p)= 1 
C=∞の時 exp(-B.p)=Oexp(-C.p)=O 
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